
日時： 
場所： 

2012年11月15日, 16:30~17:30 
明治大学生田キャンパス, 第二校舎A館, A206教室 

早川 美徳 （東北大学）  

Access: 10 minutes on foot from Ikuta Sta. Odakyu line, 
Or 10 minutes by bus No. 13「明治大学正門前」, get off at the last stop. 
See http://www.meiji.ac.jp/koho/campus_guide/ for details. 

Meiji institute for Advanced Study of Mathematical Science (http://www.mims.meiji.ac.jp) 
(Organizers: M. Mimura, D. Ueyama, Y. Wakano, K. Ikeda and S.Kinoshita) 

Everyone is welcome to attend “現象数理学セミナー”.  

“現象数理学セミナー ” is partly supported by Meiji University Global COE program 
“Formation and Development of Mathematical Sciences Based on Modeling and Analysis”  
(http://gcoe.mims.meiji.ac.jp/). 

概要：「群れ」は生物の生存戦略の典型的な形態 
のひとつで、単細胞生物から大型哺乳類まで、その 
例は枚挙にいとまがない。特に、都市部でもしば 
しば目にする鳥の大群は、その不思議な集団挙動 
とダイナミズムに、つい見入ってしまった経験の 
ある方も多いだろう。我々は、ステレオ動画像を 
使った飛行軌跡の解析などを通じて、Ｖ字型の 
隊形を取ることで良く知られるマガンや、都市部 
ではその「鳥害」も話題になることの多いムクドリの群れについて、群れのサイズ
や内部構造、三次元的な動態の解析を行っている。マガンの群れについては、隊形
の維持に付随して生じる波動の励起と群れの力学的な不安定性を、ムクドリの群れ
については、個体間相互作用の様態と群れを維持するための行動戦略について、最
近得られたデータや知見を紹介する。 

鳥の群れの動態計測と解析 Title :  


